
12

は
じ
め
に

　
人
工
林
は
、
森
林
の
有
す
る
８
つ
の
機

能
の
う
ち
、
特
に
物
質
（
木
材
）
生
産
機

能
を
発
揮
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
森
林

で
す
。
現
状
で
は
、
人
工
林
で
収
穫
し
、

木
材
生
産
に
よ
り
収
穫
を
得
る
に
は
、
長

期
間
か
か
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
国
で

は
、「
成
長
の
良
い
樹
種
・
品
種
の
活
用

に
よ
り
、
林
業
の
時
間
軸
を
変
え
、
早
く

育
て
て
収
穫
で
き
る
林
業
を
実
現
」
す
る

こ
と
で
「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
林
業

の
将
来
像
」
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
そ
の

手
段
と
し
て
、「
成
長
の
良
い
エ
リ
ー
ト

ツ
リ
ー
・
早
生
樹
の
活
用
に
よ
る
保
育
期

間
・
作
業
の
削
減
」
が
提
唱
さ
れ
て
い
ま

す
（
林
業
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
現
場
実
装
推

進
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
令
和
４
年
７
月
ア
ッ
プ

デ
ー
ト
版
）林
野
庁
）。
早
生
樹
の
中
に
は
、

元
々
は
日
本
に
生
育
し
て
い
な
い
、
コ
ウ

ヨ
ウ
ザ
ン
（
中
国
原
産
）
や
ユ
ー
カ
リ
類

（
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
原
産
）
な
ど
の
外
来

種
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
外
来
種
人
工
林
は
、
北
米
原
産
の
ラ

ジ
ア
ー
タ
マ
ツ
に
よ
る
林
業
が
盛
ん
な

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
が
有
名
で
す
。
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
も
、
気
候
変
動
に
よ
る
乾
燥

化
に
対
し
て
抵
抗
性
の
あ
る
ダ
グ
ラ
ス

フ
ァ
ー
（
北
米
原
産
）
が
広
く
植
栽
さ
れ
、

さ
ら
に
抵
抗
性
の
あ
る
育
種
研
究
も
実
施

さ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
で
も
、
こ
の
よ
う

な
林
業
を
指
向
し
て
ゆ
く
の
で
し
ょ
う
か
。

　
本
稿
で
は
、「
外
来
種
植
栽
人
工
林
の

現
状
と
課
題
」（
日
本
森
林
学
会
誌
）
で

示
し
た
内
容
を
中
心
に
、
外
来
種
に
よ
る

人
工
林
を
考
え
る
上
で
の
ポ
イ
ン
ト
を
解

説
し
ま
す
。
こ
の
論
文
は
以
下
の
ア
ド
レ

ス
か
ら
ア
ク
セ
ス
可
能
で
す
。
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な
ぜ
外
来
種
人
工
林
を
造
成
す
る

の
か
？

　
自
生
種
で
は
な
く
、
外
来
種
で
人
工
林

を
造
成
す
る
理
由
と
し
て
は
、
自
生
種
よ

り
も
成
長
の
早
い
外
来
種
に
よ
り
早
く
収

穫
す
る
た
め
、
す
で
に
市
場
で
よ
く
流
通

さ
れ
て
い
る
外
来
種
を
植
栽
し
た
が
る
た

め
、
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

外
来
種
に
よ
る
人
工
林
の
問
題
は

何
か
？

　
植
物
に
お
け
る
侵
略
的
外
来
種
の
世

界
的
リ
ス
ト
の
中
で
、
林
業
に
用
い
ら

れ
る
外
来
種
は
そ
の
13
％
を
占
め
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
、
成
長
に
伴
い
繁
殖
が

開
始
し
種
子
が
散
布
さ
れ
る
こ
と
で
、

逸
出
（
植
栽
さ
れ
た
場
所
以
外
に
広
範

囲
に
生
育
）
す
る
こ
と
が
原
因
で
す
。

　
侵
略
性
の
高
い
種
の
特
徴
と
し
て
は
、

容
易
な
定
着
、
早
い
成
長
、
高
い
繁
殖

能
力
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
し
た
が
っ

て
、
成
長
の
早
い
樹
種
と
し
て
の
外
来

種
の
導
入
は
、
侵
略
性
の
高
い
種
を
導

入
す
る
こ
と
に
も
な
り
え
ま
す
。
実
際
、

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
も
、
ラ
ジ
ア
ー

タ
マ
ツ
や
ダ
グ
ラ
ス
フ
ァ
ー
が
人
工
林

以
外
の
場
所
に
逸
出
し
て
お
り
、
そ
の

対
策
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
逸
出
し

た
外
来
種
を
対
策
す
る
場
合
の
困
難
性

は
、
特
定
外
来
生
物
と
し
て
対
策
が
求

め
ら
れ
て
い
る
オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
が

山
梨
県
で
も
至
る
と
こ
ろ
で
見
ら
れ
る

こ
と
か
ら
想
像
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
成
長
の
早
い
と
い
う
こ
と
は
、

養
分
や
水
分
の
高
い
要
求
性
と
関
連
し

て
い
る
こ
と
も
多
く
、
成
長
が
早
い
分
、

養
分
や
水
分
が
よ
り
必
要
と
さ
れ
る
こ

と
も
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

外
来
種
に
よ
る
人
工
林
を
ど
う
考
え
る
か
？

外
来
種
に
よ
る
人
工
林
を
ど
う
考
え
る
か
？

技
術
ニ
ュ
ー
ス

SHINSOUKEN7050
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コ
ウ
ヨ
ウ
ザ
ン

　
コ
ウ
ヨ
ウ
ザ
ン
は
、
中
国
・
台
湾
原
産

の
ヒ
ノ
キ
科
の
常
緑
針
葉
樹
で
中
国
で
は

南
部
を
中
心
に
日
本
の
面
積
の
約
半
分
に

あ
た
る
１
７
０
０
万h

a

植
栽
さ
れ
て
い

る
重
要
な
造
林
樹
種
で
す
。
林
分
密
度
管

理
図
や
保
育
間
伐
基
準
な
ど
も
整
備
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
日
本
で
は
、
コ
ウ
ヨ
ウ
ザ
ン
の
人
工
林

に
お
い
て
成
長
が
良
好
な
林
分
が
見
ら
れ

た
こ
と
な
ど
か
ら
、
林
野
庁
の
早
生
樹
に

関
す
る
研
究
の
対
象
樹
種
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
コ
ウ
ヨ
ウ
ザ
ン
の
造
林
樹
種

と
し
て
の
期
待
が
高
ま
っ
て
お
り
、
そ
の

可
能
性
が
書
籍
に
も
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま

す
（「
実
践
事
例
に
見
る
コ
ウ
ヨ
ウ
ザ
ン

の
可
能
性
」
林
業
改
良
普
及
双
書
）。
そ

こ
で
、
当
所
で
も
コ
ウ
ヨ
ウ
ザ
ン
の
生
育

適
地
の
条
件
把
握
や
、
試
験
植
栽
を
平
成

31
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
コ
ウ
ヨ
ウ
ザ
ン
の
生
育
適
地
は
、「
年

平
均
気
温
12
℃
以
上
・
暖
か
さ
の
指
数

90
℃･

月
以
上
・
寒
さ
の
指
数

－

15
℃･

月
以
上
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
（
林
木
育
種

セ
ン
タ
ー
）。
県
で
は
、
照
葉
樹
林
帯
の

ほ
ぼ
北
限
に
あ
た
る
富
士
川
町
周
辺
よ
り

も
南
の
温
暖
な
地
域
が
生
育
適
地
と
さ
れ

ま
す
。

　
南
部
町
の
試
験
植
栽
で
は
、
ス
ギ
、
ヒ

ノ
キ
、
コ
ウ
ヨ
ウ
ザ
ン
を
同
じ
立
地
に
植

栽
し
、
植
生
保
護
柵
内
外
で
そ
の
成
長
を

把
握
し
て
い
ま
す
。
写
真
１
は
、
植
栽
か

ら
２
年
が
経
過
し
た
、
植
生
保
護
柵
内
の

３
樹
種
の
状
況
で
す
。
写
真
左
側
の
コ
ウ

ヨ
ウ
ザ
ン
が
写
真
中
央
お
よ
び
右
側
の
ス

ギ
・
ヒ
ノ
キ
を
よ
り
も
旺
盛
に
成
長
し
て

い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　一
方
、
写
真
２
は
、
植
栽
か
ら
３
年
が
経

過
し
た
、
植
生
保
護
柵
内
外
の
コ
ウ
ヨ
ウ
ザ

ン
の
状
況
で
す
。
写
真
左
側
の
植
生
保
護

柵
内
と
比
較
し
て
、
写
真
右
側
の
植
生
保

護
柵
外
で
は
成
長
が
劣
っ
て
い
る
こ
と
が
明

ら
か
で
す
。
こ
の
要
因
と
し
て
は
、
ノ
ウ
サ

ギ
や
ニ
ホ
ン
ジ
カ
に
よ
る
幹
の
切
断
や
葉
の

摂
食
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
（
写
真
３
）。

◀ 
 

写
真
２
　
植
生
保
護
柵
内
の
コ
ウ
ヨ
ウ

ザ
ン
（
令
和
３
年
12
月
　
南
部
町
）

◀ 
 

写
真
３
　
主
軸
を
切
断
さ
れ
た
コ
ウ
ヨ

ウ
ザ
ン
（
令
和
２
年
年
１
月
　
南
部
町
）

一般社団法人

山梨県甲府市徳行4-11-20　林業会館内
電話 055-228-7339　FAX 055-222-7703
Emai l：info.ywood@gmai l .com

山梨県木材協会

◀ 
 

写
真
１
　
植
生
保
護
柵
内
の
コ
ウ
ヨ
ウ

ザ
ン
（
令
和
３
年
12
月
　
南
部
町
）
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コ
ウ
ヨ
ウ
ザ
ン
の
野
生
動
物
に
よ
る
影

響
は
他
県
で
も
多
く
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
コ
ウ
ヨ
ウ
ザ
ン
は
動
物
に

よ
る
影
響
を
大
き
く
受
け
る
可
能
性
が
高

い
た
め
、
そ
れ
ら
の
生
息
密
度
が
高
い
場

所
で
は
、
そ
の
成
林
に
向
け
て
防
除
対
策

が
必
須
と
な
り
ま
す
。

　
し
た
が
っ
て
、
成
長
の
良
い
こ
と
に
よ

る
伐
期
の
短
縮
と
、
野
生
動
物
防
除
の
た

め
の
コ
ス
ト
を
天
秤
に
か
け
て
、
コ
ウ
ヨ

ウ
ザ
ン
を
植
栽
す
る
か
の
判
断
を
す
る
こ

と
が
必
要
で
す
。
た
だ
、
コ
ウ
ヨ
ウ
ザ
ン

は
萌
芽
性
が
高
い
た
め
、
地
上
部
が
損
傷

を
受
け
て
も
、
個
体
と
し
て
枯
死
す
る
割

合
は
低
い
よ
う
で
す
（
写
真
４
）。

　
ま
た
、
コ
ウ
ヨ
ウ
ザ
ン
の
種
子
を
土
中

に
埋
め
、
そ
の
生
存
能
力
を
調
べ
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
種
子
の
土
中
で
の
生
存
期
間

は
短
い
こ
と
が
推
測
さ
れ
ま
し
た
（
山
梨

県
森
林
研
研
究
報
告
41
号
）。
た
だ
、
日

本
で
の
コ
ウ
ヨ
ウ
ザ
ン
を
植
栽
し
た
林
分

で
の
水
分
や
養
分
の
要
求
性
に
つ
い
て
は

ま
だ
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　
日
本
で
は
、
明
治
時
代
か
ら
林
業
に
お

け
る
外
来
種
植
栽
が
実
施
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
そ
の
当
時
は
、
日
本
の
気
候
に
合
わ

な
い
樹
種
を
植
栽
し
た
た
め
失
敗
に
終

わ
っ
た
そ
う
で
す
。
１
９
６
０
年
代
に
も
、

外
来
種
導
入
が
検
討
さ
れ
ま
し
た
が
、
ス

ギ
、
ヒ
ノ
キ
、
カ
ラ
マ
ツ
な
ど
の
自
生
の

造
林
樹
種
を
代
替
す
る
必
要
が
な
い
と
総

括
さ
れ
ま
し
た
。

　
人
工
林
の
主
伐
と
そ
の
後
の
再
造
林
が

本
格
化
し
て
い
ま
す
。
ど
の
よ
う
な
樹
種

を
選
択
し
て
植
栽
す
る
の
か
は
、
今
後
の

木
材
生
産
の
み
な
ら
ず
、
公
益
的
機
能
に

も
少
な
か
ら
ず
影
響
し
ま
す
。
森
林
と
い

う
公
共
財
を
管
理
す
る
と
い
う
観
点
か
ら

も
、
植
栽
樹
種
の
選
択
は
重
要
な
視
点
と

な
り
ま
す
。

（
森
林
総
合
研
究
所

　
研
究
管
理
幹
　
長
池
　
卓
男
）

◀ 
 

写
真
４
　
主
軸
が
枯
死
し
た
あ
と
萌
芽

し
た
コ
ウ
ヨ
ウ
ザ
ン
（
令
和
３
年
12
月
　

南
部
町
）
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